
　

新
し
い
学
科
の
誕
生

　

平
成
六
年
四
月
、
全
国
で
七
校
の
総
合
学
科
設
置

校
が
誕
生
し
た
。「
総
合
学
科
」
と
は
、
一
言
で
言
え

ば
普
通
科
と
職
業
学
科
（
商
業
科
、
工
業
科
な
ど
）

の
融
合
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
校
時
代
に
普
通

科
の
科
目
と
職
業
学
科
の
科
目
が
同
時
に
学
べ
る

「
一
度
で
二
度
お
い
し
い
」
制
度
と
い
え
よ
う
。

　

総
合
学
科
の
構
想
は
、
平
成
三
年
四
月
の
第
十
四

期
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
提
唱
さ
れ
、
平
成
五
年

二
月
の
高
等
学
校
教
育
改
革
の
推
進
に
関
す
る
会

議
・
第
四
次
報
告「
高
等
学
校
教
育
の
改
革
の
推
進
―

総
合
学
科
に
つ
い
て
―
」
で
、
そ
の
具
体
像
が
示
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
高
校
制
度
が
抱
え
る
問

題
点
と
し
て
、
①
普
通
科
は
進
学
、
職
業
学
科
は
就

職
と
い
う
固
定
的
な
考
え
方
に
結
び
つ
き
や
す
く
、

学
校
間
の
序
列
化
や
偏
差
値
偏
重
の
進
路
指
導
と

い
っ
た
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
る
、
②
普
通

科
に
も
就
職
希
望
者
、
ま
た
職
業
学
科
に
も
進
学
希

望
者
が
相
当
数
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た

生
徒
へ
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
、
③
産
業
・
就
業

構
造
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
す
べ
て
の
生
徒
が
高
校
進
学
時
点
で
将
来
の

進
路
決
定
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、
高
校
教
育
改
革
の
基
本
的
な
方
向
を
、

教
育
内
容
や
教
育
方
法
の
み
な
ら
ず
、
学
科
と
い
う

枠
組
み
に
お
い
て
も
推
進
す
る
と
い
う
新
た
な
発
想

の
下
で
、「
普
通
科
と
職
業
学
科
と
を
総
合
す
る
よ
う

な
新
た
な
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

平
成
十
四
年
度
時
点
で
、
総
合
学
科
は
全
都
道
府

･
県
の
百
八
十
六
校
（
全
高
校
の
三 
四
％
）
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
山
形
県
で
は
、
平
成
七
年
度
の
庄
内
総

合
高
校
（
旧
・
余
目
高
校
）
を
皮
切
り
に
、
鶴
岡
中

央
高
校
（
平
成
十
年
度
）、
天
童
高
校
（
平
成
十
一
年

度
）
の
三
校
に
総
合
学
科
が
設
置
さ
れ
（
表
１
）、
平

成
十
六
年
度
に
は
高
畠
高
校
に
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
文
部
科
学
省
で
は
、「
公
立
高
校
の
通

学
範
囲
（
学
区
＝
全
国
で
五
百
程
度
）
に
少
な
く
と

も
一
校
整
備
さ
れ
る
こ
と
」
を
当
面
の
目
標
と
し
て

お
り
、
改
革
は
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

　

多
様
な
選
択
科
目

　

で
は
、
総
合
学
科
で
は
ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

総
合
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
は
、

必
修
科
目
に
比
べ
て
選
択
科
目
が
非
常
に
多
い
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
庄
内
総
合
高
校
で
は
、
一
年
次

は
ほ
ぼ
必
修
科
目
で
占
め
ら
れ
る
が
、
二
年
次
は
三

十
時
間
中
十
六
時
間
（
五
三
％
）、
三
年
次
は
三
十
時

間
中
二
十
三
時
間
（
七
七
％
）
が
選
択
科
目
と
な
る
。

選
択
科
目
に
は
、
国
語
や
数
学
と
い
っ
た
普
通
科
目

の
他
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
社
会
福
祉
基
礎
、
中
国

語
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
の
特
色
を
表
す
専

門
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

生
徒
は
入
学
後
、「
産
業
社
会
と
人
間
」
と
い
う
必

修
科
目
の
中
で
、
働
く
こ
と
の
意
味
を
学
ん
だ
り
、

適
性
検
査
や
自
分
史
形
成
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、

将
来
の
自
分
の
進
路
（
進
学
か
就
職
か
、
ま
た
そ
の

具
体
的
な
方
向
性
）
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
放
課
後

な
ど
に
担
任
教
師
な
ど
と
の
面
談
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
二
年
次
以
降
の
時
間
割
を
作
成
し
て
い
く
。

　

そ
の
際
、基
本
的
に
は
自
分
の
進
路
に
合
っ
た「
系

列
」
や
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
科
目
を
中
心
に
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
文
系
大
学
を
志
望
す
る

場
合
に
は
「
人
文
系
列
」、
福
祉
関
係
の
就
職
を
志
望

す
る
場
合
に
は
「
保
健
福
祉
系
列
」
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ス
制
と
は
異

な
り
系
列
の
「
縛
り
」
は
な
い
の
で
、
複
数
系
列
の
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総
合
学
科 

で
日
本
の
高
校
は
変
わ
る
か
？

　
　
　
　
　

〜
高
校
教
育
改
革
の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
求
め
ら
れ
る
役
割
〜



科
目
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

理
想
と
現
実
の
間
で

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
こ
の
「
系
列
」
が
、

時
間
割
の
作
成
に
当
た
っ
て
生
徒
の「
縛
り
」と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。そ
の
第
一
の
理
由
と
し
て
、

卒
業
と
い
う
「
出
口
」
か
ら
先
、
す
な
わ
ち
進
学
や

就
職
の
現
状
が
旧
態
依
然
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

う
る
。

　

こ
の
う
ち
、
進
学
に
つ
い
て
は
、
特
に
国
公
立
大

学
を
志
望
す
る
場
合
、
受
験
科
目
の
多
さ
が
ネ
ッ
ク

に
な
る
た
め
、
そ
う
し
た
進
路
を
志
望
す
る
生
徒
に

対
し
て
は
、
教
師
が
時
間
割
作
成
を
「
系
列
に
沿
っ

て
強
烈
に
指
導
」（
天
童
高
校
教
務
部
）
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
た
だ
し
、
受
験
科
目
が
少
な
い
私
立
大
学
な

ど
を
志
望
す
る
場
合
に
は
、
受
験
科
目
を
集
中
的
に

履
修
で
き
る
た
め
、「
普
通
科
よ
り
有
利
」（
同
）
な

こ
と
も
あ
る
。

　

一
方
、
就
職
に
つ
い
て
も
、
最
近
は
簿
記
一
級
や

ヘ
ル
パ
ー
一
級
と
い
っ
た
「
資
格
」
が
重
要
視
さ
れ

る
た
め
に
、
こ
う
し
た
資
格
習
得
に
向
け
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
、
結
果
的
に
「
系
列
」
に
準
拠
し
た
時

間
割
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
規
定
で
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
翌

年
度
使
用
教
科
書
の
申
請
を
、
前
年
度
の
七
月
に
県

に
報
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
最
終
報
告
は
十
一

月
）。
こ
れ
は
、極
力
在
庫
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
い

う
出
版
社
側
の
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
生
徒
を
出
口
か
ら
先
へ
ス
ム
ー
ズ
に
送
り
出

す
た
め
に
は
、
こ
の
規
定
が
結
局
、
生
徒
一
人
一
人

が
卒
業
後
の
進
路
を
「
一
年
次
の
六
月
」
と
い
う
極

め
て
早
期
に
決
定
す
る
こ
と
を
意
味
せ
し
め
る
こ
と

と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
高
校
入
学
時
点
で
卒
業
後

の
進
路
を
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
生
徒
は
、
わ
ず
か

三
ヵ
月
の
間
に
「
決
断
」
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
生
徒
は
自
ら
の
興
味
・
関
心

に
基
づ
い
て
自
由
に
科
目
を
選
択
し
、
そ

れ
ら
の
学
習
を
通
じ
て
自
ら
の
適
性
を
判

断
し
、
進
路
を
決
定
す
る
」
と
い
う
、
総

合
学
科
の
大
き
な
理
念
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
先
述
の
と
お
り
卒

業
後
の
進
路
を
前
も
っ
て
見
通
し
た
上

で
、
そ
れ
に
合
っ
た
科
目
（
系
列
）
を
選

択
す
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
総
合
学
科
を
も
つ
学
校
が
共
通

し
て
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
理
想
を
追
求

す
る
な
ら
ば
、
進
学
に
お
け
る
推
薦
入
試

制
度
の
充
実
や
、
資
格
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
物
重
視
の
就
職
採
用
な
ど
、「
出
口
の

改
革
」
も
同
時
並
行
で
行
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

過
渡
期
の
先
に
あ
る
も
の

　

こ
れ
ま
で
の
高
校
選
択
で
は
、
難
関
大
学
へ
の
進

学
者
数
や
、
就
職
希
望
者
の
内
定
率
と
い
っ
た
「
実

績
」
が
判
断
基
準
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
上
位
な
ら
ば

「
良
い
高
校
」、
下
位
な
ら
ば
「
良
く
な
い
高
校
」
と

さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
良
い

高
校
」
に
進
学
し
た
場
合
は
、
そ
こ
で
の
三
年
間
は

次
（
卒
業
後
）
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
準
備
期
間
で
あ
り
、

「
良
く
な
い
高
校
」
に
進
学
し
た
場
合
は
、
理
不
尽
な

劣
等
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

高
校
時
代
（
十
代
後
半
）
と
い
う
も
の
が
、
子
供

か
ら
大
人
へ
の
脱
皮
期
と
し
て
、
人
格
形
成
上
、
極

め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
校

生
と
し
て
過
ご
す
三
年
間
そ
の
も
の

・

・

・

・

の
価
値
が
、
こ

れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。こ
れ
で
は
青
春
の
垂
れ
流
し
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

総
合
学
科
は
、
高
校
教
育
改
革
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
、
現
在
の
高
校
教
育
が
置
か
れ
た
現
状
に
風
穴

を
開
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
こ
で
用
意
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
ぶ
楽
し

さ
や
喜
び
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
体
感
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
だ
け
が

高
校
生
活
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、む
し
ろ「
充

実
し
た
学
習
環
境
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
部
活
動
や
交

友
関
係
な
ど
の
課
外
活
動
も
充
実
し
、
ひ
い
て
は
高

校
生
活
全
体
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

総
合
学
科
が
誕
生
し
て
十
年
足
ら
ず
。
い
ま
だ
過

渡
期
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
試
練
を
乗
り
越
え
た
時
、
そ
こ
に
は

本
来
の
青
春
の
あ
る
べ
き
姿
が
出
迎
え
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。
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表１　山形県内の総合学科設置校

天 童 高 校鶴岡中央高校庄内総合高校校 名

天童市鶴岡市余目町所 在 地

平成11年度平成10年度平成７年度
（９年度より余目高校を改称）

設 置 年

普通科
商業科

鶴岡家政高校
（普通科・家政科）

鶴岡西高校
（普通科・商業科・事務科）

普通科設置前の学科

200名160名＊160名定員（１学年）

１年次　０時間
２年次　14時間
３年次　20時間

１年次　２時間
２年次　16時間
３年次　23時間

１年次　２時間
２年次　16時間
３年次　23時間

選択科目
（各年次30時間のうち）

人文科学系列
自然科学系列
情報システム系列
経理ビジネス系列
国際文化系列
保健福祉系列

国際交流系列
情報科学系列
デザイン･美術系列
家政科学系列
社会福祉系列

文 科 系 列
科 学 系 列
スポーツ系列
生活･福祉系列
産業クリエイト系列

系 列

＊総合学科の定員。他に、普通科（人文社会コース、自然科学コース）

160名、温海校（普通科）40名がある。


